


山際にふれる　小林花子展

2019/5/25 (土)-　7/15 (月)

山際について考える日々

山を抱いた木々の連なり

梢の､空にふれる指の先の感触

近付いて確かめようとしても

その姿は遠ざかっていくけれど

その中にいるものたちが

いつも私というものの在処について

知らせてくれる
｢山際にふれる｣制作メモより

｣恥.､

AbOuHhe nl｡untairl an(hhe sky

HANAKO KOBAYASrJl

小林花子は｢木｣という素材を軸に､自分の原風景となる｢街｣のかたちを､古よ

りの時間と物語を湛える｢森｣という存在の中に見ようと制作を続けてきました｡

新潟に移住した　2005年以降は制作環境が大きく変化し､古民家との出会いによっ

て生まれた､古材や綿などを素材とした作品展開を含め､原風景を軸としてきたそ

の立ち位置にも緩やかに変化を見せながら､制作を重ねています｡

栃尾美術館では､小林が活動を始めてから現在までの作品の流れを､ 2008年までの

作品群と新潟に移住し､作品に変化が現れた　2009年から現在までの作品に分けて

展示構成します｡

小林花子　HANAKO KOBAYASHJ

l971年東京生まれ｡武蔵野美術大学彫刻科卒業､愛知県立芸術大学大学院修7｡

主な活動として､ 4th lnternatl0nalartworkshop "Glass" /ProjeCtlNsltu 'VIS10N"

(Serbia a Montenegro)､ ContemporaryArtfrom JAPAN par川(Sweden)なとでの国

際展､ FLUR2005木彫シンポジウム(Germany)､那須野が原国際彫刻シンポジウム､

ARTxNIGATA西区deア-卜2007､企画｢旧家の薬壷｣､精神の(北)へvO1 2はま･なか･

あいつ文化連携プロジェクト2013などへの参加をはじめ､東京､名古屋､石川､新

潟での個展を多数開催｡自宅兼アトリエのHibarl-Syaをギャラリーとして解放する

企画を定期的に主催するなと多岐にわたる｡長岡造形大学准教授｡

ギャラリートーク

日　時:6/16(日)14:00-15:00

場　所:展示会場

内　容:作品制作について　要観覧料･申込不要

ワークショップ｢シルクや木で遊ぼう､つくってみよう｣

日　時:6/30(日)10:00-12:00

場　所:美術館アトリエ

内　容:小林作品に登場する素材を使って､さまざまなかたちに変化する

素材の面白さを体験しながら作品つくりをします｡

対　象:小学生以上

定　員:15名(矢着順)要申込･6/10から受付

参加費:無料

市民ギャラリー企画｢長岡造形大学小林研究室卒業生展｣

日　時:5/25-6/9 (5/27′6/3休) ｢記憶の風景｣堀内はるか･小池明璃展

日　時:6/1ト6/23 (6/17休) ｢日々｣西方彩子･不破妙子二人展

日　時:6/25-7/7 (7/1休) ｢木から覗く､郷愁｣井野辰弥展

日　時:7/9-7/15 (無休) ｢宵の村雨｣村山文佳展

OJR長岡駅大手口11番線から見附経由栃尾車庫前行バス60分または､

同駅東口4番線から､新榎トンネル経由栃尾車庫行バス45分

｢中央公園前｣下車､徒歩15分または､終点｢栃尾車庫前｣下車､タクシーで5分

OJR長岡駅東口､見附駅からタクシー20分

○関越自動車道　長岡L⊂からR8長岡大橋経由､ R351で40分

○北陸自動車道　中之島見附l.⊂からR8経由､ R351で30分

長岡市栃尾美術館　〒940-0237　新潟県長岡市上の原町ト13

TEL : 0258-53-6300　FAX : 0258-53-6370
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